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KPOS JPOA fellowship帰朝報告

福間市立こども病院整形外科

和 田 晃 房

第16凶日本小児整形外科学術集会において最優秀ポスター賞をいただき， KPOS

JPOA fellowshipに選任され， 2006年の 5月28日--...-6月3日まで釜山およびソウルを訪

問しましたので， ご報告いたします.

出発前にSeoulNational University Children's Hospìtalの Tae Joon Cho先生に行程

を調整していただきました. 5月29日と30日の2日聞は Pusan National University 

Hospitalで施設見学を， 5月31日と 6月 1臼の211間はSeoul National University 

Chìldren's Hospitalで施設見学を， 6月2日はKPOS meetìngに参加発表することになり

ました.

釜山では， Pusan National Universìty HospitalのHuì TaelくK im先生に外来や病棟

などの施設案内や， 手術見学をしていただきました. HTK im先生と最初にお会いしたの

は，2001 年にシンガポールで開催されたAPOAのときで，シンガポール大学病院や研究施

設を訪問されるとのことで同行させていただきました. その道中で， 当時小児整形外科を

勉強し始めた自分に対し， K ìm先生が， San DìegoのChildren's Hospital and Health 

Centerでの留学経験やぺ/レテス病の研究などとても興味深く話 していただきましたこと

が印象に残っていました. そして， 第16回の日本小児整形外科学会でHT Kim先生が

KPOSfellowとして来日された際に，ぜひ立ち寄るようお話をいただき今回の釜山訪問が

実現しました.

Pusan National Universìty Hospitalでは， HT Kim先生がお一人で小児整形外科を

担当されており， 外来日は多くの患者さんで混雑しておりました. しかし， HTK im先生

お一人に対し， 整形外科のレジデン卜やフエローが4--...-5人付き， ギプスを巻いたり，車IJ傷

処置をしたりしており， 比較的スムーズに診察できていました. 手術は， 先天性股関節脱

臼の観血整復やぺ/レテス病の大腿骨外反骨切 り術とChiari骨盤骨切り術 のcombined

surgeryを見学いたしました.先天性股関節脱臼の観血整復は，前方アプローチによる関節

包全周免干離術で，我々の方法に近い方法で行っておりました(図1).宣言引治療は行わず徒手
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図1. HT I<ím先生が先天性股関節脱臼の観血整

復術後のhíp spíca伺st固定を行っている

図2 韓国料理l吉にて 右がHT I<ím先生

整復の適応が狭く， 観血整復を行う率が高い印象でした. ペルテス病に対しても， 装具療

法は積極的に行わず， 手術加療が主体でした. 近年 主流となりつつある combìned surgery 

で対処する症例が多いとのことでした 大腿骨外反骨切り術は， コンピュータで術後の下

肢アライメントを想定して， 骨切り部でトランスレーションさせる量を決定していたのが

印象的でした.

夜は， HTK im先生や整形外科レジデントやフエローの先生達と食事に出かけました.

様々な種類のキムチが前菜として並び， 料理も日本て、食べる韓国料理と比較しても数段香

辛料が効いていました(図2). 皆アルコールに強い先生ばかりで， 平然と度数2S度ぐらい

のソジュ(焼酎)を何杯もストレートで故んでいたのが印象的でした

移動日には， 慶州、|を観光案内していただきました 新羅全盛時代の仏教芸術の最高峰で

ある仏国寺や石窟庵を観覧いたしました 仏国寺は， 高い築台の上に平地を造成して， そ

こに殿閣を建てた代表的な伽藍で， 寺院を支える基壇石段の整然とした造りと石塔， それ

に見事な木造建築の美しさが印象的で， 石と木の調和が荘厳な雰囲気を醸し出していまし

た. また， 石窟庵は花商岩を手入れし それを積み上げてドームの型に築いてからその上

に土を覆いかぶせ， まるです司窟のように見えるように建てられた石窟寺院で， 花商岩を丸

彫りした高さ3.4mの釈迦如来坐像は圧巻でした， いずれも世界文化遺産に登録されてお

り， そのスケールの大きさに感動 いたしました.ソウルへの移動は， 韓国新幹線(KTX)を

利用しました KTXは2004年 4月に開業し， フランスの TGVをペースとした車両で，

営業時速300kmを誇り， 日本の鉄道ファンにも人気があります車両は新しくきれいで，

移動はとても快適でした.

Seoul Natíonal Uníversity Children's Hospítalでは T]Cho先生に外来や病棟を案内

していただきました(図3) また， KPOSの PresidentでもあるIn Ho Choi教授を訪れま
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A図3.
a : Seoul Natiol冶1 University Hospital 

b : Children's I10spital 

図4.砂
タイ料理応にて 左端が今回の行穏を組んでいただ

いたTJ Cho先生で， 右端がIII Choi教授

した(函4)， IH Choi教授は， 多岐にわたり優れたアイデアに満ち溢れ，臨床研究両方です

ばらしい実績のある先生です. 今回の訪問に際してIHChoi教授は手術も調整していただ

いており， 手術見学もできました. 治療に難渋する先天性下腿偽関節症に対する4 to 1 

bone procedureという大変すぐれた新しい手術法で，投稿中とのことで詳細は書けません

が， 骨癒合率が極めて高く， かつアライメン卜も改善されるという画期的な方法でした.

6月2日は， KPOS meetingに参加いたしました. 参加者は 50名程度と少人数で， 発表

は韓国語でしたが， 英語のスライドがほとんどでした. 各演題に活発な討論が繰り広げら

れていました. 私は約20分間「先天性股関節脱臼遺残亜脱臼に対するソルター骨盤骨切

り術とペンパートン骨盤骨切り術の成績や，遺残亜脱臼における変形性関節症の危険因子」

について発表させていただきました.夜は KPOSメンバーとプルコギ料理屈での大宴会と

なりました. ウイスキーのビール割りの情報は前年度の鬼頭先生の帰朝報告で得ており，

前半は抑えめでビールを中心に飲んでおりましたので， 最後のウイスキーのビール割りを

いっき飲みして空のグラスを鳴らすという KPOSスタイルでの歓迎に何とか耐えること

ができました さらに二次会も前年度同様カラオケパーで宴は延々と続き， KPOSメン

バーのパワーに圧倒されました. 最後に立ち寄ったIH Choi教授が学生時代より利用して
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い た 喫茶屈で の コ ー ヒ ー が と て も 美味 し く 感 じ ま し た

最終 日 の 6 月 3 日 は 夕 方 の 出発便だ、 っ た こ と も あ り ， ソ ウ ノレ市内 を 観光す る こ と がで き

ま し た 14 世紀後半か ら 20 世紀 ま で続 い た 李朝時代 の 宮殿の 昌慶宮 を 観覧 し ま し た 約 1

時間程度 の 日 本語 の ガ イ ド ツ ア ー が あ り ， チ ャ ン グ ム 人気 も 重 な り ， 多 く の 日 本人で混雑

し て い ま し た . 韓流 ブー ム で 日 本人観光客が多 く な か な か 日 本語 の ガ イ ド ツ ア ー は取れな

い よ う で感謝 し ま し た ま た p サ ム ソ ン美術館 (Leeum Museum) も 観覧 で き ま し た 「 リ

ウ ム ( Leeum) J の 語源 は ， サ ム ソ ン創始者であ り な が ら 美術館 の 設立者であ る 故 ・ 李乗苗

氏 の 苗字 iLeeJ と ， 美術館 を 意味す る 語尾 i umJ を組み合わせ た も の で， 美術館の所蔵

品 数 は ， 青磁 ・ 白磁 ・ 古書画な ど の 国宝 36 点， 宝物 96 点 を 含 む古美術か ら ， 世界 に 名 を

馳せ た 現代芸術家た ち の 作品 ま で約 15 . 000 点、 に も の ぼ る そ う です 世界的 に評価の 高 い ス

イ ス 人建築家， マ リ オ ・ ボ ッ タ 氏 が韓国 の 陶磁器 に イ ン ス ピ レ ー シ ョ ン を 受 け て 設計 し た

建築物で， 外観 ・ 内部 と も に す ば ら し い 美術館で し た

連 日 3 早朝か ら 深夜 ま でト予定がび、 っ し り で， 大変充実 し た 日 々 を 過 ご す こ と がで き ま し

た ま た ， 学術集会への参加や宴会での KPOS メ ンバー の先生方 と 親交 を 深 め る こ と がで

き ま し た . 韓国整形外科の レ ベ ル は 高 く ， ま た 小児整形外科領域 の 国 際雑誌への投稿論文

の 数 も 多 く ， 非常 に 臨床 ・ 研究 と も に熱心です. 自 分 自 身 も 日 々 の 臨床 に 追わ れ て お り ま

すが， 小児整形外科関連の研究や国際雑誌への投稿 に さ ら に励 む必要 が あ る こ と を 痛感 し

ま し た . 最後 に こ の よ う な機会 を与 え て く だ さ い ま し た 国分正一理事長， 亀 ヶ 谷真琴国際

委員会委員 長 を は じ め と す る 日 本小児整形外科学会の先生方， 関係者の皆様 に 心 よ り 御礼

申 し 上 げ ま す
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